
ファイル名:000_1_0805300501812.doc 更新日時



ファイル名:000_3_0805300501812.doc 更新日時:2006/09/04 16:00 印刷日時:06/12/26 18:30 







 
ファイル名:010_0805300501812.doc 更新日時:2006/12/26 14:19 印刷日時:06/12/26 18:29 

― 2 ― 

第一部 【企業情報】 

連結経常収益 百万円 1,019,388 1,121,705 2,275,152 2,113,517 2,931,816
連結経常利益 百万円 248,286 299,790 534,884 447,564 687,515
連結中間純利益 百万円 136,521 228,506 431,149 ― ―
連結当期純利益 百万円 ― ― ― 263,476 484,147

連厚庶綜Y額~  百万円 







 
ファイル名:010_0805300501812.doc 更新日時:2006/12/26 14:19



 
ファイル名:010_0805300501812.doc 更新日時:2006/12/26 14:19 印刷日時:06/12/26 18:29 

― 6 ― 

 

回次 第４期中 第５期中 第４期 
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平均残高 利息 利回り 

種類 期別 

金額(百万円) 金額(百万円) (％) 

株式会社東京三菱銀行 65,295,922 108,323 0.33
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ファイル名 期比27億円減少して40億円となりました。 

この結果、特定取引収支合計では前年同期比99�
会計期間 

株式会社ＵＦＪ銀行 2,564 2,957 △0 5,521

特定取引収益 

当中間連結会計期間 58,739 4,118 △1,581 61,276

株式会社東京三菱銀行 14,544 6,603 △3,239 17,909

株式会社東京三菱銀行 △3 156 △10 141
前中間連結 
会計期間 

株式会社ＵＦＪ銀行 290 82 ― 373
うち特定取引有価証券 
収益 
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(3) 消費者ローン残高(単体) 
 

前中間会計期間 
(百万円) 

S亦�ﾔ会計期間 
(百万円) 

うち住宅ローン残高 7,640,715 9,701,928 16,289,?4

うちその他ローン残高 362,366 1,009,21( 1 貸出金残高には、海外店分及び特別国際金融取引勘定分は含まれておりません。 

 

５ 債務の保証(支払承諾)の状況(単体) 

○ 支払承諾の残高内訳（単体） 
 

前中間会計期間 
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(参考) 

 自己資本比率は、銀行法第14条の２の規定に基づき自

うち非累積的永久優先株 125,000 715,000 125,000
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正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に

株式会k�投京三菱銀行 株式会k�ＵＦ�i銀行ﾊ7年９月30日の株式会社ＵＦＪ銀行および平成18年９月30日の計数は、いずれも分離子会社であるエ

ム・ユー・ストラテジックパートナー株式会社(旧商号：ＵＦＪストラテジックパートナー株式会社)の計

数を含んでおりません。 

 

 



ここ数年の金融規制改革の進展により、金融機関がご提供できる金融商品・サービスは格段に増加

しております。このため、お客さまの様々な新しいニーズに的確かつ迅速に対応していくことは、金

融機関の優劣を決する重要なポイントとなっています。当行は、ＭＵＦＧグループ各社と協力して、

「グローバルな競争を勝ち抜く『世界屈指の総合金融グループ』を創造し、お客さまに最高水準の商

品・サービスを提供する」ために、「お客さま重視」と「質の向上」をさらに追求してまいります。 

も地域密着で国際性つ｠

“信頼度No.１”とは、財務の健全性を追求することはもちろん、コンプライアンス・情報セキュリ

ティ管理の徹底や、社会貢献、地球環境問題への積極的な取り組みなどＣＳＲ(企業の社会的責任)重

視の経営を一段と推進するということです。これによって、社会の皆さまより確固たる信頼をいただ

き、お客さまに安心してお取引いただける金融機関を目指してまいります。 

“国際性No.１”とは、本邦金融機関随一のグローバルネットワークを活かし、様々な国・地域特有

の事情Ｑｸ通ｩごｽ付�

かｒ�洸№

なお、システムの本格統合につきましては、当行の社会的責任の重さを十分に踏まえ、安全・確実

｠ ｷ る ﾆ ﾓ 鮪 ｯ ﾜ し て い り ま す ⌒ ， に た み 　 シ シ ス テ β

ま し ｽ ｷ ⌒ ﾜ ｵ ｽ ｷ 　 シ シ ス テ � ﾖ

ｍ ﾌ ﾀ

ステムによる商品・サービスを本格的にお届けす

る予定です。今後も周到な準備を尽くしてまいりますので、なにとぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

４ 【経営上の重要な契約等】 

該当ありません。 

 

５ 【研究開発活動】 

該当ありません。 
 



－  
多摩センター支

店 

東京都 

多摩市 

店舗 

(借室)
－ 1,042  平成18年５月

－ 半田支店 
愛知県 

半田市 
店舗 784 1,434  平成18年６月

－ 下関法人営業所 
山口県 

下関市 

店舗 

(借室)
－ 74  平成18年８月

(注)１ 土地の面積欄の( )内は、借地の面積(うち書き)であります。 

  ２ 上記のうち、東松山支店は建物位置の変更、多摩センター支店、半田支店および大和支店は店舗移

転、第二リテールアカウント支店、富士法人営業所、いわき法人営業所、帯広法人営業所、倉敷法

人営業所、下関法人営業所および調布ローン推進出張所は店舗の新設であります。 

  ３ 上記のほかに24店舗について、近隣の店舗内への移転を実施しております。 

 

当中間連結会計期間中に完了した除却、売却等は次のとおりであります。 

なお、当中間連結会計期間中の主要な設備の重要な異動は、下記のほかに該当ありません。 

(銀行業) 

 
会社名 

店舗名 

その他 
所在地
設備の

内容 
期末帳簿価額 

(百万円) 
売却・除却年月

国内連結 

子会社 

ダイヤモンド 

総合管理株式会社 
ＤＰＭ 

道玄坂ビル 

東京都

渋谷区

賃貸 

ビル 
－ 平成18年９月 
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ファイル薬g

注記
番号
金額(百万円) 

構成比
(％)
金額(百万円)

構成比
(％)
金額(百万円)

構成比 
(％) 
金額(百万円)

構成比
(％)

現金預け金 ※８ 9,165,133 10.03 6,277,066 8.80 7,926,420 5.12 11,274,216 7.01

コールローン及び 
買入手形 

 1,0H2,271,108 2.49 371,828 0.52 3,503,937 2.26 2,533,592 1.58

特定取引資産 ※８ 3,978,705 4.35 950,919 1.33 4,501,913 2.91 5,773,838 3.59

金銭の信託  278,393 0.30 11,918 0.02 265,903 0.17 283,487 0.18

有価証券 
※1,
2,8 

24,929,269 27.28 19,873,966 27.86 40,489,391 26.17 42,246,750 26.28

投資損失引当金  △1,668 △0.00 ― ― △21,680 △0.01 △27,016 △0.02

貸出金 

※2,
3,4,
5,6,
7,8,9

39,597,663 43.33 35,695,513 50.05 76,337,877 49.34 76,279,697 47.45

外国為替 ※2,7 726,270 0.79 667,793 0.94 1,368,145 0.88 1,262,744 0.79

その他資産 ※８ 2,536,592 2.79 1,786,346 2.50 4,359,306 2.82 5,429,392 3.38

連結調整勘定  ― ― ― ― ― ― 7,117 0.00

支払承諾見返  4,735,886 5.18 4,171,805 5.85 10,589,001 6.84 9,344,346 5.81
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前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 
前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)  

株式会社東京三菱銀行 株式会社ＵＦＪ銀行 

当中間連結会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日)

１ 連結�

� 1 )  

#  皂 要 な 会 社 夢 ﾞ

� 1 )  

#  皂 要 な 会 社 夢 ﾒ ﾞ

株 式 会 社 � ( � ) 銀 行  
� 1 )  

#  皂 要 な 会 社 夢 ﾞ
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前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)  

株式会社東京三菱銀行 株式会社ＵＦＪ銀行 

当中間連結会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日)

 (3) 持分法非適用の非連結

子会社 
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前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)  

株式会社東京三菱銀行 株式会社ＵＦＪ銀行 

当中間連結会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日)
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前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)  

株式会社東京三菱銀行 株式会社ＵＦＪ銀行 

当中間連結会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日)

 (3) デリバティブ取引の評
価基準及び評価方法 
  デリバティブ取引(特
定取引目的の取引を除
く)の評価は、原則とし
て時価法により行ってお
ります。 

(3) デリバティブ取引の評
価基準及び評価方法 
  デリバティブ取引(特
定取引目的の取引を除
く)の評価は、時価法に
より行っております。 

(3) デリバティブ取引の評
価基準及び評価方法 
  デリバティブ取引(特
定取引目的の取引を除
く)の評価は、原則とし
て時価法により行ってお
ります。 

(3) デリバティブ取引の評
価基準及び評価方法 
  デリバティブ取引(特
定取引目的の取引を除
く)の評価は、原則とし
て時価法により行ってお
ります。 

 (
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前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)  

株式会社東京三菱銀行 株式会社ＵＦＪ銀行 

当中間連結会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日)

 (5) 繰延資産の処理方法 
  社債発行差金は、償還
期限までの期間に対応し
て償却しております。 
  まげB
のbﾄ償∃応し7 繰 延 資 産 の 処 理 方 � ﾒ
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 
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前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 
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※１ 有価証券には、関連
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 る受取リース料71,307
百万円、株式等売却益

22,415百万円及び貸出

債権等の売却に係る利

益10,308百万円を含ん

でおります。 

※１ その他経常収益に

は、株式等売却益

62,209百万円を含んで

おります。 

失」は、統合準備に関

する費用であります。

  

 ※５ 当中間連結会計期間

において、当行及び一

部の国内�h,ﾘ�

(,L求ｹ∋

おります　 
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(中間連結株主資本等変動計算准v{痘h｡ﾒ���ﾈq
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(リース取引関係) 

 

前中間連結会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

株式会社東京三菱銀行 株式会社ＵＦＪ銀行 

当中間連結会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日)

前連結会計年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日)

(蛯ﾉ移転せ7驍ﾌv魔ﾟ 

ら れ る も の 以 外 の フ ァ
イナンス・リース取引
 (借手側) 
 ・リース物件の取得価額
相当額、減価償却累計
額相当額及び中間連結
会計期間末残高相当額
   取得価額相当額 

 動産 119,805百万円

 その他 ―百万円

 合計 119,805百万円

   減価償却累計額相当
額 
 動産 75,158百万円

 その他 ―百万円

 合計 75,158百万円

   中間連結会計期間末
残高相当額 
 動産 44,647百万円

 その他 ―百万円

 合計 44,647百万円
 

１ リース物件の所有権が
借主に移転すると認め
られるもの以外のファ
イナンス・リース取引
(借手側) 
 ・リース物件の取得価額
相当額、減価償却累計
額相当額及び中間連結
会計期間末残高相当額
   取得価額相当額 
 有形固
 定資産

191,013百万円

 無形固

 定資産
131,284百万円

 合計 322,297百万円

   322,�
131,284百万i~

131,284百万i~
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外国債券 16,631 18,163 1,531 1,531 ―

社債 1,416,224 1,416,749 524 3,432 2,907
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  株式会社ＵＦＪ銀行 

※１ 中間連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「特定取引資産」中の商品有価証券、コマーシャ

ル・ペーパー、短期社債、並びに「現金預け金」中の譲渡性預け金等も含めて記載しております。 

※２ 「子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの」については、中間財務諸表における注記事項

として記載しております。 

 

１ 満期保有目的の債券で時価のあるもの(平成17年９月30日現在) 
 

 
中間連結貸借対照 
表計上額(百万円) 

時価(百万円) 差額(百万円) うち益(百万円) うち損(百万円)





•‘•Â 2,053,4452,047,718•¢5,726

‚»‚Ì20,630,953•¢88,305

•‘•Â 18,835,75118,755,928•¢79,823

’n•û•Â 210,439210,141•¢298
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‹à—˜ƒIƒvƒVƒ‡ƒ“ 5,312,448142 •¢53

‹à—˜•æ“nŒ_–ñ 1,200,153•¢103 •¢103

‹à—˜ƒXƒ•ƒbƒv 333,080,55069,298 69,298

ƒXƒ•ƒbƒvƒVƒ‡ƒ“ 19,739,830•¢525 3,377

“X“ª 

‚»‚Ì‘¼ 7,943,2473,337 5,345

 •‡Œv •\ 72,537 78,253
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Ⅱ 当中間連結会計期間末 

(1) 金利関連取引(平成18年９月30日現在) 

 

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円) 

金利先物 19,9
取引所 

金利オプション 12,505,751 141 △56

金利先渡契約 235,800 △68 △68

店頭 

その他 10,224,565 778 4,027

 合計 ― 141,948 151,174

(注) 上記取引については時価評価を行い、評価損益を中間連結損益計算書に計上しております。 

なお、業種 34,982 34,982

為替予約 62,801,815 75,232 75,232店頭 

通貨オプション 22,986,350 △175,563 △15,724

 合計 ― △65,438 94,400

店頭 債券店頭オプション 3,302,910 △2,133 △1,326

 合計 ― △2,350 △1,689
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 旧ＵＦＪ銀行分VaR実績値(平成17年４月１日から平成17年12月31日まで) 

 

最大値(億円) 最小値(億円) 平均値(億円) 
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２ 取引の時価等に関する事項 

(1) 金利関連取引(平�
買建 7,939,533 1,027,348 △4,333 △4,333 

売建 5,717,145 ― △392 257 

取引所 

金利 

オプション 

買建 5,465,603 ― 362 △274 

金利 
先渡契約 買建 199,699 ― 22 22 

合計 ― ― 156,312 165,728 
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(4) 債券関連取引(平成18年３月31日現在) 

 

区分 種類 契約額等(百万円)
契約額等のうち
１年超のもの 
(百万円) 

時価(百万円) 評価損益(百万円)

売建 1,090,711 ― 3,942 3,942 
債券先物 

買建 1,364,979 ― △6,875 △6,875 

売建 83,588 ― △149 △34 
取引所 

債券先物 
オプション 

買建 394,618 �

合計 ― ― △688 △1,770 

(注) １ 上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。 

  なお、ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いてｈ-ﾈ+x�"�

  店頭取引については、オプション価格計算モデル等により算定しております。 
289,096 277,723 200,498 200,498 

売建 25,141 24,959 △1,742 513 

店頭 

商品オプ 
ション 買建 25,141 24,959 1,752 1,384 
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(セグメント情報) 

【事業の種類別セグメント情報】 

前中間連結会計期間(自 平成17年４月１日 至 平成17年９月30日) 

株式会社東京三菱銀行 

 

 
銀行業 郭業 
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(ストック・オプション、自社株式オプション又は自社の株式の付与又は交付関係) 

該当ありません。 

(ストック・オプシ交付関�
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前中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)  

株式会社東京三菱銀行 株式会社ＵＦＪ銀行 

当中間会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日)

    ティック債務担保証券に

ついては、現物の金融資

産部分と組込デリバティ

ブ部分を一体として時価

評価し、評価差額を損益

に計上しておりました

が、企業会計基準適用指

針第12号「その他の複合

金融商品（払込資本を増

加させる可能性のある部

分を含まない複合金融商

品）に関する会計処理」

（平成18年３月30日 企

業会計基準委員会）が公

表されたことに伴い、当

中間会計期間から同適用

指針を適用し、前事業年

度末の貸借対照表価額を

取得原価として償却原価

法を適用し時価評価によ

る評価差額（税効果額控

除後）を純資産の部に計

上しております。これに

よる中間貸借対照表及び

中間h.�(hｭI�ﾘ墲ﾉよ

守よよ�@Q_に計上��！H�3�9+

度満���に計上処悋！Hﾘh��

度満���に計上処悋！H�3�
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前中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日)  
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前中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 
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※８ 担保に供している資

産は次のとおりであり

ます。 

  担保に供している資産

 百万円

現金預け金 1,520

有価証券 2,981,697

貸出金 3,672,265

  担保資産に対応する債

務 

 百万円

コールマネー 400,000

売渡手形 6,193,500

  壌キ氓ﾌﾞYｩｷ∴ﾗ

厩6謌��塚ｸｹ9蝌ﾁ纓p.�

円及び貸出金280,655

百万円を差し入れてお

ります。また、売現先

取引による買戻し条件

付の売却又は現金担保

付債券貸借取引による

貸出を行っている買入

金銭債権は119,117百

万円、特定取引資産は

1,380,963 百 万 円 、

有価証券は2,718,738

百万円であり、対応

する売現先勘定は

3,278,569百万円、債

券貸借取引受入担保金

は864,198百万円であ

ります。 

※８ 担保に供している資

産は次のとおりであり

ます。 

  担保に供している資産

8百万可

うち保証金権利金は

76,682百万円、その他

資産のうち先物取引差

入証拠金は4,664百万

円であります。 

※８ 担保に供している資

産は次のとおりであり

ます。 

  担保に供している資産

 百万円

現金預け金 1,392

有価証券 123,513

貸出金 2,333,541

  担保資産に対応する債

務 

 百万円

コールマネー 470,000

借用金 1,880,834

支払承諾 1,392

   上記のほか、為替決

済等の担保あるいは先

物取引証拠金等の代用

として、現金預け金

325,743百万円、有価
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   減価償却累計額相当
額 
相当額、減価償却累計
額相当額及び中間会計
期間末残高相当額 
   取得価額相当額 

 動産 100,303百万円

 その他 ―百万円

 合計 100,303百万円

 動 産  

 そ の 他  ― 百 万 円

 合 計  

 動 産  

 そ の 他  ― 百 万 円

 合 計  

   中間会計期間末残高
相当額 
 有形固
 定資産

80,501百万円

 無形固
 定資産

81,677百万円

 合計 162,179百万円

(注) 取得価額相当額
は、未経過リース料
中間会計期間末残高
が有形固定資産の中
間会計期間末残高等
に占める割合が低い
ため、支払利子込み
ご�k8ﾆ�ﾎ�* な舞ｧX料相�1舎簡搏I曹ﾌｩ痰｢
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(重要な後発事象) 
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前中間会計期間 

(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

株式会社東京三菱銀行 株式会社ＵＦＪ銀行 

当中間会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日)

前事業年度 
(自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日) 

(6) 相手会社の規模 

 ① 株式会社ＵＦＪ銀行の

最近中間会計期間末の

中間貸借対照表は次の

とおりです。 

中間貸借対照表 

(平成17年９月30日現在) 

(単位：百万円) 
科 目 金  額 科 目 金  額

有価証券�#�ﾃ��rﾃcSb�借用金 1,728,754�

貸出金 34ﾃ#�<030 外国為替 211ﾃ#C�外国為替 659ﾃ��r�短期社債 149ﾃ����その他 社債 1,697,440 資産�
1ﾃ#sL512�

その他 
1ﾃ(3L2b8 不

4
�ﾉu闖�9h a,728 

資産�
s再評価に 

支払承諾 係る繰延 
見返 

4,170,088 
税金負債 

81,375 

貸倒 支払承諾 4,170,088 

引当金 
△812,099 

負債の部 
投資損失 合計 

66,960,366 



最近中間会計期間妻ﾐ成17年４月１同｢ｩらﾜ�

成17年９月30同｢ﾜで)
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(2) 【その他】 

１ 中間配当 

平成18年11月20日開催の取締役会において、第２期の中間配当につき次のとおり決議いたしま

した。 

中間配当金総額 320,727百万円

１株当たりの中間配当金 

普通株式 30円96銭

第一回第二種優先株式 30円00銭

第一回第三種優先株式 ７円95銭

２ 当行と当行の親会社である株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループは、平成18年12月19
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独 立 監 査 人 の 中 間 監







独 立 監 査 人 の 中 間

 ﾔ缶ﾔ ﾔ査ﾔ ﾔ報ﾔ

 

  

当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会

社ユーエフジェイ銀行（商号 株式会社ＵＦＪ銀行）の平成１７年４月１日から平成１７年１２月３１日までの第５期事

業年度の中間会計期間（平成１７年４月１日から平成１７年９月３０日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借

対照表及び中間損益計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財

務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないか

どうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監

査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果

て、株式会社ユーエフジェイ銀行（商号 株式会社ＵＦＪ銀行）の平成１７年９月３０日現在の財政状態及び同日をもっ

済採匚件汜ﾍ当ば７ｱ諸表晢�ﾔ会卸  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載す� 指 定 社 員業務執行社員 

      

  指

 定 社 員
業務執行社員 

公認会計士 山 本   明 

      

  指 定 社 員
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